
保健センターだより

慢性腎臓病(CKD)を予防しましょう
慢性腎臓病(CKD：Chronic Kidney Disease)とは、腎障害や腎機能の低下が
続く状態のことをいいます。

　町の特定健診は40～74歳の国民健康保険に加入している方が対象です。平成26年度の受診率
は、暫定結果では57.7％で、前年度よりも低下し、目標の65％を下回っています。まずは健診を受け、
自分の体の状態を確認しましょう。
　特定健診は、特定保健指導とセットになっており、生活習慣病のリスクに応じて、保健師・栄養士によ
る生活習慣改善の支援が受けられます。
　今回は、昨年の健診後に特定保健指導を受講し、６か月間取り組まれた２名の方をご紹介します。

　 CKDは、尿や血液を検査しなければ異常が
わかりません。まずは、「基本健診」を受けて自
分の腎機能をチェックしてみましょう。１回の健
診結果だけではなく、毎年受診を続けること
で、見えてくる数値の変化を確認することが大
切です。
　

尿検査や血液検査、画像
検査などで、腎臓に明ら
かな障害が認められる

　自覚症状の乏しいCKDの早期発見に役立つの
が、尿中のたんぱく質濃度を調べる尿検査です。
　腎臓の構造や働きに異常がでると血液中の蛋
白が尿中に漏れ出します。健康な場合、蛋白は体
に必要なものなので、血液中に残ります。

　尿検査のほか、血液中のクレアチニン値も調
べます。腎機能が低下すると、通常は尿へ排出さ
れるクレアチニンがろ過されず、血液中に残りま
す。
　eGFR(推算糸球体ろ過量)は、腎臓の働きを示
す数値です。

年に1回は健診受診を！
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尿検査(尿たんぱく） 

弱陽性（±）や陽性（＋以上） の判定の場合は要注意！！
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【知的障がい者相談員】
梶原　俊治さん
鶴ケ田431-1　☎82-2100

林　みち子さん
柳47　☎85-0406

工藤　一利さん
井無田1147-2　☎82-2188

髙松　東二郎さん
北中島1137-1　☎75-0250

すくすく育て

動機付け支援受講
６か月間で
体重……３㎏減少
腹囲……3.5cm減少

大倉  辰 巳  さん 
（66歳）牧野　

　食事の内容は変えてい
ませんが、健診受診後か
ら仕事を始め、動く量が
増えたことが、体重・腹囲
の減少につながったのだ
ろうと思います。

動機付け支援受講
６か月間で
体重……1.2㎏減少
腹囲……5.7cm減少

　運動で改善することが
難しいので、食事でカロ
リーを制限し、体重を減ら
すことで、腹囲も大きく減
少したと思います。

～ 矢部地区 特定保健指導修了者紹介 ～

鬼塚  博 光  さん 
（67歳）下馬尾

腎障害を示す
異常がある

腎臓のろ過機能が健康
な人の60％未満に低下

「腎機能eGFR
(推算糸球体ろ過量)」が

60％未満

と　　　いずれか、あるいは両方が

３か月以上続くとCKDと診断
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【身体障がい者相談員】 【身体障がい者相談員】 【身体障がい者相談員】

問い合わせ先
山都町役場
健康福祉課
福祉係

☎72-1229
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